平成26年4月10日

各　位

公益社団法人日本技術士会中国本部

中国本部長　大田 一夫
防災委員長　古川 智　
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拝啓　時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。平素より当本部の活動に、ご理解・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　この度、日本技術士会中国本部 防災委員会では、(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部 防災委員会との共催で、『第６回土砂害減災教育ワークショップ』を開催することといたしました。今回は地域の防災力を向上させるために、土砂災害に注目した防災教育を事例としたワークショップを開催し、日本各地で行われている防災教育の事例等を学びながら、今後の地域防災の活動に生かすためにどうしたらよいかディスカッションを行いたいと思います。
　時節柄、ご多忙のこととは存じますが、皆様お誘いあわせのうえ、多数ご参加くださいますようご案内申し上げます。お手数とは存じますが、下記申込書にて、来たる平成26年4月17日（木）迄にＦＡＸまたはメールにて申し込み下さい。なお、メール送信可能な方は、事務局事務の省力化のため、できるだけ中国本部ホームページ(http://www.ipej-chugoku.jp/)の「Web申込みはこちら」か、中国本部からの開催案内メールの返信メールでお申し込み下さい。
敬具

記

１．共　催：公益社団法人日本技術士会 中国本部 防災委員会・青年技術士交流委員会
一般社団法人建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会 中国支部 防災委員会
２．日　時：平成２６年４月１9日（土）　13：15～17：00
３．場　所：サテライトキャンパスひろしま（広島県民文化センター5階）
〒730-0051　広島市中区大手町1丁目5-3　　※エディオン本館から南へ約100m https://www.pu-hiroshima.ac.jp/site/satellite/accessmap.html
４．内　容

13：15～13:20　　開催挨拶　　　　　　　　　ワークショップ世話人　　山下祐一　
13：20～15:00　　土砂害減災教育に関する話題提供　　５題

　　　　発表者　(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会　青原啓詞、
岩手県立大学　伊藤英之、(公社)技術士会中国本部青年技術士交流会　金高智之、
名古屋大学大学院生命農学研究科　北山祐希、　田中隆文
15:00～15:20　　　　　休憩

15:20～17:00　土砂害減災教育に関する話題提供

　４題及び質疑応答、今後の取り組み

発表者　岩手大学　井良沢道也、
(株)防災地理調査　今村隆正、
砂防広報センター　緒続英章
三重大学大学院　山田孝　　　　　　　　　　　　　　　　 
５. 定員、対象、参加費、ＣＰＤ：
1）定　員：100人

2）参加費：無　料
3）ＣＰＤ：参加者には日本技術士会からCPD：3.3時間を発行いたします。

７．その他　　　※締め切り　　平成26年4月17日（木）
※申し込み先　日本技術士会 中国本部 事務局

電 話：082-511-0305　FAX：082-511-0309  E-mail:ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
第６回土砂害減災教育ワークショッププログラム

日　時　　　平成26年4月19日(土)　13：15～17：00

場　所　　　広島市中区鉄砲町1番20号　第3ウエノヤビル８階会議室

（（公社）日本技術士会中国本部（６階）の入居ビル
共　催　　　(公社)日本技術士会中国本部

　　　　　　　(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部

プログラム

13:15～13:20　　開催挨拶　　ワークショップ広島世話人　　　　　　　　　　　　　山下祐一

13:20～13:40　「土砂災害を対象とした防災教育について」
(一社)建設コンサルタンツ協会中国支部防災委員会　青原啓詞

13:40～14:00　「持続的な土砂災害減災教育実践の一事例－岩手町川口中学校における取り組み－」

岩手県立大学　○伊藤英之，川口中学校　鎌田正好
14:00～14:20　「社会貢献活動－防災のためのモノづくり教室－」
(公社)日本技術士会中国本部青年技術士交流委員会　金高智之

14:20～14:40　「大学サークルでの防災教育活動と課題について」
名古屋大学大学院生命農学研究科　○北山祐希・田中隆文
14:40～15:00　「双方向防災減災コミュニケーションを意図した防災展示のあり方」

名古屋大学大学院生命農学研究科　○田中隆文・北山祐希・中村俊成

15:00～15:20　　　　　　　　　　休憩

15:20～15:40　「小学校における防災教育体制と砂防探検隊が果たした役割
－磐井川砂防探検隊に参加した小学校を対象として－」
岩手大学 農学部 砂防学研究室　○井良沢道也、伊藤綾乃（現会津若松市役所）
15:40～16:00　「歴史災害の現場へ行くこと体験すること」
(株)防災地理調査　今村隆正

16:00～16:20　「砂防広報センターからの事例紹介～新潟県における防災教育プログラム～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人　砂防広報センター　　緒続英章

16:20～16:40　「自助，共助で行う土砂害減災自衛工法開発に向けての取り組み」

三重大学大学院生物資源学研究科・生物資源学部　〇山田孝，藤本凌平(現三重
県伊賀農林事務所)，川崎裕里(現(株)鷲見製材)

三重県尾鷲農林水産事務所　　　半田理恵

16:40～17:00　全体を通しての質疑・討論及び今後の取り組み

	｢第６回土砂害減災教育ワークショップ｣ 
参加申込書(平成26年4月19日)
主催：公益社団法人日本技術士会中国本部

申込ＦＡＸ番号：０８２－５１１－０３０９

※メール送信可能な方は、事務局の省力化のため、メールによる申込をお願いします。


※会場がサテライトキャンパスひろしま（広島県民文化センター5階）に変更になっております。
標記ワークショップに参加します。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	申込者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	技術部門
(注3)
※複数選択可
	□機械　□船舶･海洋　□航空･宇宙　□電気電子　□化学　□繊維　□金属
□資源工学　□建設　□上下水道　□衛生工学　□農業　□森林　□水産
□経営工学　□情報工学　□応用理学　□生物工学　□環境　□原子力･放射線　□総合技術監理

	勤務先
	

	連絡先
	E-mail 
	
	□会社　□自宅

	
	ＦＡＸ
	
	□会社　□自宅

	
	ＴＥＬ
	
	□会社　□自宅


注1） 資格は該当するものに■(または☑)を入れる。

注2） 区分で会員とは日本技術士会会員を指し、該当するものに■(または☑)を入れる。

注3） 技術部門は技術士か修習技術者のみ、該当するものに■(または☑)を入れる。

注4） 連絡先は(会社・自宅)のうち、該当するものに■(または☑)を入れ、E-mail等を記入。

注5） 同行者がいる場合は下記に記入。
注6） この個人情報は、本行事の参加申込み以外には使用しません。
	
	氏名
	資格(注1)
	区分(注2)

	同行者
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員

	
	
	□技術士 □修習技術者
□その他
	□会員 □非会員


問合せ先：〒730-0017　広島市中区鉄砲町1-20第3ウエノヤビル6階

公益社団法人日本技術士会 中国本部
TEL:082-511-030　FAX:082-511-0309　E-mail：ipej-hiro@rapid.ocn.ne.jp
公益社団法人日本技術士会中国本部 防災委員会・青年技術士交流委員会


一般社団法人建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会中国支部 防災委員会共催





第６回土砂害減災教育ワークショップ（ご案内）
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